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「めざしたい姿（将来像）」・基本戦略及び課題を踏まえた状態目標・行動目標（案） 

 

１．令和７年度第３回環境審議会での意見を踏まえた「めざしたい姿（将来像）」・基本戦略の案 

 

※戦略の構成を示す本図は、「自然の恵みの循環」を示せる形に今後修正する予定です。 

 

 

２．状態目標・行動目標の検討フロー 

 

  

課題の抽出

↓

課題をカテゴリー別に統合

↓

基本戦略（案）の方向性ごとに課題を区分

↓

課題を踏まえて状態目標（案）を設定

↓

状態目標（案）の実現に繋がる行動目標（案）を設定
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３．課題を踏まえた状態目標・行動目標（案） 

 

基本戦略
課題

（カテゴリー整理後）
主体別の課題 状態目標（案） 行動目標（案）

①自然や生き
ものと触れ合
う・楽しむ

自然との接点の減少 ①-１
全ての市民が、日々の生活の中で
自然と触れ合い、癒やしや楽し
さ、充足感を得ている。

①-1-1
全ての市民に対して、自然との触
れ合いを後押したり、機会を提供
する。

①-2
昔ながらの暮らしや文化が受け継
がれ、市民が暮らしの中で生物多
様性の恵みを享受している。

①-2-1
生物多様性の恵みを活かす、昔な
がらの暮らしや文化が次世代に受
け継がれることを後押しする。

①-3
生物多様性の保全に配慮するラ
イフスタイルが普及している。

①-3-1
暮らしの中で生物多様性保全に
寄与できるライフスタイルへの転
換を後押しする。

社会的な規制・リスク
管理意識の高まり

①-4
全て市民にとって、気軽に安心し
て自然の中で遊んだり、生きもの
と触れ合うことができる場所が
ある。

①-4-1
市民が、気軽に安心して自然環境
と触れ合える場所を提供する。

①-5
市民が、屋外で遭遇する危険生物
への対応方法について理解して
いる。

①-5-1
市民に対して、屋外で遭遇する危
険生物の種類やリスク、対応方法
について普及啓発する。

専門家・指導者の不足 【市民】
・指導者の高齢化による観察会等の減少

【市民団体】
・専門的なアドバイスや知識を学ぶ機会の不
足

①-6
自然や生きものの面白さについ
て、正しく分かりやすく伝えられ
る専門家・指導者が観察会等の講
師として活躍し、市民が生きもの
や自然と触れ合う機会が提供さ
れている。

①-6-1
自然観察会等を担える専門家・指
導者の育成を推進する。

②自然や生き
ものの現状を
調べる・学ぶ

基礎情報の不足 【有識者】
・自然環境や生きものの分布状況に関する
データの不足

②-1
朝来市の自然環境や生物多様性
の現況を把握し、変化についてモ
ニタリングできている。

②-1-1
自然環境や生物多様性の現況を
把握する。

普及啓発の不足 【市民団体】
・活動に対する市民との意識のギャップ

【事業者】
・事業活動と生物多様性との関係性に関する
認識の不足

②-2
市民や事業者が、生活や事業活動
にとっての生物多様性保全の重
要性を理解している。

②-2-1
様々な主体を対象に、生物多様性
の重要性について普及啓発する。

③自然や生き
ものを守るた
めに行動する

開発等による自然環境
の劣化

【市民】
・河川の水量低下

【有識者】
・河川環境の分断と改変
・草原及び草原性植物の減少
・圃場整備や水路の乾田化
・鎮守の森の保全

【既存資料】
・都市化による水田環境の減少
・草原環境の喪失

③-1
生物多様性を育む様々な自然環
境が減少することなく保全されて
いる。

③-1-1
重要な自然環境（ホットスポット）
を把握し、優先的に保護・保全を
図る。

管理放棄による二次的
自然の劣化

【市民】
・里山や農地の荒廃
・山林の人工林化と手入れ不足
・河川内の土砂堆積と草木の繁茂

【市民団体】
・自然環境の変化や危険生物の増加による
活動意欲の減少

【有識者】
・森林環境の変化と管理放棄
・耕作放棄や圃場整備による農地生態系の
衰退

【既存資料】
・総農家数及び経営農地面積の減少

③-2
生物多様性を育む雑木林や草原、
農地（水田、畑地）等の二次的自
然が、一次産業や自然資源の利活
用を通じた適切な維持管理に
よって保全されている。

③-2-1
利活用や維持管理を通じた二次
的自然の再生・保全を図る。

③-2-2
関係部局と協力し、生物多様性に
配慮した農林水産業の推進を図
る。

【中学生】
・自然に対する関心の低下

【市民】
・子どもの自然離れ
・“自然の恵み”の利用機会の減少
・自然と関わりのある文化の衰退

【委員意見】
普段の生活を保全に役立つ形に「アップデー
トする」視点が重要である。

【中学生】
・気軽に立ち入れる自然環境の減少
・危険生物との遭遇懸念

【市民】
・危険生物との遭遇懸念

【市民団体】
・気軽に立ち入れる自然環境の減少・情報の
不足
・自然環境の変化や危険生物の増加による
活動意欲の減少
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基本戦略
課題

（カテゴリー整理後）
主体別の課題 状態目標（案） 行動目標（案）

③自然や生き
ものを守るた
めに行動する

一部の野生生物・外来
種の増加による悪影響

【市民】
・野生生物による被害への懸念
・耕作放棄による外来植物の増加
・ヌートリアの再増加

【有識者】
・ニホンジカによる生態系への悪影響・環境
改変
・外来種の増加による在来種への悪影響

③-3
生物多様性を著しく損ねる野生
生物や外来種については、適切に
管理や防除が行われ、被害や悪影
響が抑制されている。

③-3-1
関係部局と協力して、野生生物の
適切に管理・対応を図る。

③-3-2
生態系や在来種に悪影響を及ぼ
す侵略的外来種について防除を
図る。

在来種の減少 【市民】
・河川改修による生きものの減少
・身近な生きものの減少

③-4
希少種・普通種問わず、在来種の
個体数が増加し、分布も拡大して
いる。

③-4-1
個体数が減少している希少種に
ついて、優先的に保護し、生息・生
育環境の保全を図る。

③-4-2
自然環境の保全を通じて、在来種
の増加・分布拡大を図る。

地球温暖化による自然
環境への悪影響

【既存資料】
・年平均気温の上昇及び猛暑日日数の増加
・年間降水量の増加及び降水日数の減少
・年間降雪量及び降雪日数の減少

③-5
温暖化による自然環境の変化に
対して、生態系を活用した適応策
が普及している。

③-5-1
生態系を活用した適応策につい
て普及啓発し、社会実装を推進す
る。

④みんなの力
で豊かな自然
を未来につな
ぐ

活動を担う人材の不足 【市民】
・多忙や高齢化による活動の制約

【市民団体】
・メンバーの高齢化と後継者の不足

【事業者】
・人手及び予算の不足

【既存資料】
・人口の減少及び少子高齢化
・総農家数及び経営農地面積の減少

④-1
生物多様性保全の活動や普及啓
発を担う人材が、立場や地域、年
代の偏りなく存在して活動してい
る。

④-1-1
生物多様性保全活動の担い手と
なる人材を育成する。

④-1-2
幅広い年代の市民や事業者が保
全活動に参画できるよう、活動や
取組みの内容について周知する。

活動に係る費用の不足 【市民団体】
・活動資金の不足

【事業者】
・人手及び予算の不足

④-2
生物多様性保全の活動を行う上
で、市民や市民団体が必要として
いる支援について、行政や地域、
事業者等の様々な主体が協力し
て補い合っている。

④-2-1
保全活動に関わる市民や市民団
体と事業者との連携・協力を推進
する。

地域との連携不足 【市民団体】
・市民との交流、協力関係の不足

④-3
全ての地域自治協議会が、市民ま
たは市民団体との交流や協力を
通じて、自然環境保全に取組んで
いる。

④-3-1
各地域自治協議会に対して、保全
活動に関わる市民や市民団体と
の連携・協力を推進する。

情報へのアクセシビリ
ティ不足

【市民】
・活動に関する情報のアクセシビリティ不足

【事業者】
・活動方法についての情報の不足

④-4
朝来市の自然環境の現況や、生物
多様性保全の取組みについて、市
内の誰もが容易に知ることがで
きている。

④-4-1
生物多様性に関する情報につい
て、全ての市民が情報にアクセス
できるよう、様々な方法で発信・
周知をする。


